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いつ誰が何を話したか？ 
～複数人会話シーン分析技術の進展と利用イメージ～ 

人間同士の自然なコミュニケー
ションを認識し、状況を理解する
ことでコミュニケーションを分
析・支援する技術が求められてい
ます。私たちは、実際の複数人の
会話から「いつ、誰が、誰に、何
を話したか」を高い精度で認識す
る技術を研究しています。 

実環境下の会話における音声認識
は、各話者の声が雑音や他の人の
声などの影響を受け、とても困難
です。これに対し、私たちが開発
した雑音除去法や音声/言語モデル
学習法などを用いることで、卓上
マイク利用の場合にもヘッドセッ
トマイク利用の場合に匹敵する高
い音声認識精度を実現しました。 

会話音声を高精度で認識できれば、
過去の会議の検索や、議事録の作
成が非常に容易になります。さら
にリアルタイム版を利用すれば、
参加者が知らない用語や聞き逃し
た内容を会話中に検索したり、遠
隔地の傍聴者が高臨場感で会話に
参加することも可能となります。 
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会話シーン分析技術の最近の 
進展についてご紹介 

② 会話支援タブレットの進化 
  「いつ誰が何を話したか」を分析し、会話をモニタリング 

発言へのメモ付与や用語の検索 

過去の会話の検索・再生 

日本語・英語に対応 

 

複数人の会話シーン 

会話の効率化・活性化、過去の会議情報 
の整理・活用を支援 

遠隔マイクで収録される自由会話音声 
(残響・背景雑音・同時発話を含む) 
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① 複数人による遠隔・自由発話 
   音声の認識精度向上 
独自技術： 

音声モデルの識別学習・適応技術 

各種マルチチャネル音声強調処理 

の統合により、ヘッドセットマイク音声に 

匹敵する認識精度を達成 

マイクとカメラ  認識・理解・支援する技術 

ヘッドセットマイク音声の正解精度 
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